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農業委員会では 農地の有効利用促進を図るため、
売買 貸借等を希望する農地の情報を提供しています。

■ 売りたい

■貸したい

ご覧になつて、この農地を 『買いたい』あるい
は そ の他手続き等の詳細を知りたいという方は農
業委員会事務局までお問い合わせください。

貸借等の意向がある方は、是非ご相談
ください。

お問い合わせ :農業委員会事務局
な 22--7578

震家の所在地 地 目 面積(a)

平下大越字山ノ神(1筆)

平下大越字正慶(2筆)

平下大越字中ノ町(3筆)

平藤間字沼日(1筆)

平藤間字北町日(]筆)

平北神谷字作,世作(5筆)

四倉町狐塚字東(3筆)

四倉町狐塚字東(1筆)

農家の所在地 地 目 面積 (a)

四倉町大森字七反田(1筆 ) 昌‖―揺
口  !  51」HI町上」申1字赤沼(3筆)

勿来町震国人反坪 (1筆)
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私
達
が
２
日
自
に
訪
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巻

町
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員
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４
名
で
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遊
休
農
地

の
解
消
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
今
回
、
最
も
印
象
に
残

っ
た

の
は
　
幼
稚
目
児
を

「
か
が
や
く

ふ
る
さ
と
あ
と
つ
ぎ
隊
」
と
位
置

づ
け
て
、
農
業
体
験
を
さ
せ
て
い

る
こ
と
で
し
た
。
農
業
委
員
会
で

は
　
こ
の
事
業
を
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の
手
も
借

り
隊
事
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」
と
称
し
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い
ま
す
。
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消
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７
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収
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館
ヶ
森
ア
ー
ク
牧
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６。
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
敷
地
に
広
が
る
農
場
は
観

光
地
化
さ
れ
て
お
り
　
誰
も
が
ホ
ツ

と
す
る
府
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の
環
境
で
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食
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の
ち
　
を
理
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に
掲
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有
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農
業
栽
培
に
取
り
組
む
妥
協
を
計

さ
な
い
生
産
姿
勢
に
感
銘
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け
ま

し
た
。
６
次
産
業
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に
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早
く
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り

組
み
　
独
自
の
発
想
て
豚
肉
　
た
ま

ご
　
野
菜
　
小
麦
と
い
っ
た
持
ち
駒

を
生
か
し
た
商
品
開
発
を
し
、
そ
の

良
さ
を
理
解
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て
く
れ
る
お
客
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直
販
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て
い
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す
。
そ
し
て
日
本
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農
業
を
元
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と
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う
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で
　
地
元
農
家
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遊
休
農
地
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し
て
飼
料
米
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生
産
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て
も
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つ
て

報
愛
製
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い
て
、
小
さ
い
時
か
ら
農
業
に
慣

れ
親
し
ま
せ
る
と
い
う
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と
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と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

す
３
種
蒔
き
や
収
穫
ま
つ
り
の
写

真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
　
園
児
連
の
い
き
い
き
と
し
た

実
顔
が
心
に
残
る
研
修
て
し
た
。

鶴 鶴 鶴 鶴 鶴 餞 鶴 餞

０
第
３８
回
欧
州
農
業
事
情

視
察
団
に
参
加

平
成

２２
年

１１
月
７
日
（
日
）

―
‐３
日
（■
）
ま
で
の
７
日
間
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
第

９８
Ｈ
欧
州
農
業
事
情
祝
容
が

開
催
さ
れ
、
本
市
農
業
委
員
会

か
ら
は
愛
川
善
永
農
地
部
会

長
職
務
代
理
者
が
参
加
し
た
，

ド
イ
ツ
で
は
、
敦
地
面
積
が

‐７０
（
ク
タ
ー
ル
も
あ
り
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
知
ら
れ
る

ヘ
ル
マ
ン
ス
ド
ル
フ
農
場
を
視
容

し
た
。

フ
フ
ン
ス
で
は
、
ぬ度
業
会
議
所

を
訪
問
し
、
ｚ
ヽ
の
後
は
シ
ャ
ン

パ
ー
一ｉ
ア
ル
デ
ン
ヌ
地
方
の
穀

物
農
家
の
祝
祭
を
行
っ
た
し
翌

日
に
は
、
活
気
あ
ふ
れ
る
パ
リ
の

朝
市
を
見
学
し
、
合
田
青
年
農

業
経
常
セ
ン
タ
ー
に
て
現
在
の

Ｚ
フ
ン
ス
農
業
経
営
に
お
け
る

課
題
や
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
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。

調
整
し
　
ア
ー
ク
牧
場
で
買
い
上

げ
た
後
　
飼
料
会
社
に
委
託
し
て

配
合
飼
料
を
作

っ
て
も
ら

つ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
牧
場
で
出
た

箕
尿
を
　
有
機
肥
料
と
し
て
農
家

に
還
元
す
る
と
い
う

「
循
環
型
農

業
」
に
も
力
を
注
い
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
消
費
者
に
農

場
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
　
生
産
者
の
方
々
の
情
熱
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ

っ
て
き
ま
し

た
．
研
修
を
通
し
、
私
た
ち
農
業

者
も
　
そ
の
精
神

を
見
習
う
べ
き
た

と
強
く
慮
し
て
い

ま
す
。

▲バリの朝市の様子


